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基本⽅針・基本計画から導き出した設計プラン（案）の配置イメージについて

第７回地域協議会
2020 年 7月 27 日（月）
19:00 ～ 21:00
市役所別館 3階中会議室
参加者 25名

第７回の地域協議会を開催
7 月 27 日（月）に第７回目の地域協議会（２年１組）を開催しました。
昨年度の「あしたのがっこう」地域協議会（１年１組）、教職員協
議会（１年２組）、みんなでやってみよう科（１年３組）で話し合っ
てきた新しい学校でやってみたい活動を振り返り、これらの意見を
踏まえて取りまとめた基本方針・基本計画をより具体的に空間づく
りに反映していくための意見交換を行いました。

これから交野市立第一中学校区の新しい小中一貫校の基本設計・実施設計を担当する石
本建築事務所から、「交野市立第一中学校区 魅力ある学校づくり事業基本方針・基本計画」
から導き出した設計プラン（案）についての説明がありました。今年度は協議会ワークショッ
プ「かたのあしたのがっこう」などで意見をもらいながら基本設計を進めていきます。

正門前の緑をなるべく残し、中庭を配
置するなど、緑を身近な空間に活かす

緑を残し、まちの記憶を継承
日常的に外から見えて、地域の人が立
ち寄りやすい雰囲気づくり

地域の人たちが見守るスペース
正門前に残された緑をとり囲むように
地域と連携できるスペースを配置

地域と学校との連携を促す配置
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これまでの活動アイデアを整理しよう！
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次回のご案内
第 8 回地域協議会
※開催日時などは、決まり次第
お知らせします。

あしたのがっこう

地域協議会は今年で 2年目となります。
学年もひとつあがり 2 年１組となり、より具体的に新しい学
校整備について意見交換を進めていきます。

活動アイデアを平面のイメージに落とし込もう！

基本方針・基本計画で掲げられた目指すべき学校像は「地域の魅力や誇りと
なる学校」です。これを実現していくためにはさまざまな人が関わり、交流す
ることが大切です。地域の皆さんがどう学校と関わるのか、学校でどんな活
動をするのかをイメージし設計に具体的に反映していくために、まずは、これ
までの地域協議会（１年１組）や教職員協議会（１年２組）、やってみよう科（１
年３組）で話し合ってきた新しい学校でやってみたい活動について、活動主
体（地域、子ども、地域と子ども）と活動の頻度を軸に整理しました。

N

( 仮称 )
学びの森

地域協働スペース (PTA)
放課後児童会

サブアリーナ
（多目的ホール）
（ランチルーム）

中庭

交野市駅へ

私部保育園

東西をつなぐストリート

音楽室

教室棟

メイングラウンド

サブ
グラウンドメインアリーナ

（屋内運動場）

駐車場・駐輪場

家庭科室
（調理室）

地域モール

常設展示ができるスペース
・美術作品の展示
・まちライブラリー
・図書館との連携

日常的な地域利用
さまざまな活動が展開でき、
屋外のテラスのような空間

（カフェ機能、自販機の設置）
・コミュニティサロン
・シェアオフィス
・フレキシブルな間仕切り

見守り活動の拠点
・放課後児童会
・子どもたちの宿題をみる
・高学年が低学年の宿題を
   見る

菜園活動
・周辺の田んぼや畑と連携
・屋上菜園

見る見られるの関係がとても重要！
教室など子どもの学習スペースで開催

・まちづくりのワークショップ
・コミュニティスクールの会議
・クラブ活動、部活の発表の場

通学時の安全性を確保できる空間づくり
・通用門付近の溜まり空間（入口は人がたまるので広い空間が必要）
・安全な歩道空間（ガードレールの設置、道路拡張による幅員の確保）

教室以外で集まれる
ようなスペースや
中庭の活用

・地域先生
・読み聞かせなどの
   イベント

防災
・校舎も使って訓練
・地域利用と子どもたちの学校
    生活が両立できるよう配慮

（図面左上の協働スペース・サブ
アリーナ等だけでは収まらない）東西をつなぐストリート

・一般の人が入ってくるなら、
   窓から子どもたちの日常が
   見えるのがいい

音楽室の地域利用
・夜に開放するなど、地域
   の人が使えるようにしてい
   きたい

校舎の壁面を利用
・映画鑑賞
・プロジェクションマッピング

日当たりの良い中庭
・こども食堂、ランチ、カフェスペースに活用
・地域協働スペース、家庭科室、中庭を一体利用

屋上の利用
・屋上菜園
・ソーラー発電

子どもと大人の交流や学び合い
・華道・茶道教室は一緒に
・PC やスマホ教室は子どもが大人に教える

外に開いた、建物の圧迫感がない、開放的なイメージの学校

地域活動
活動場所は校内のスペースにこだわらずに、活動頻度だけでなく、活動の
重要度を踏まえて空間に反映すべき取組みの優先順位を決めることが重要

セキュリティ
・学びの場と地域活動の場は分けてほしい
・登録した人のみ使えるようにする
・機械的なセキュリティシステムと地域の人の目の組合せ

整理した活動アイデアを設計プラン（案）の配置イメージのどの場所でできそうか、そして、どのように展開できるかなど
を考えていきました。

※基本設計の検討に向けた設計プラン（案）の配置イメージ


